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§１．研究成果の概要 

 

VoicePersonae プロジェクトでは、声のアイデンティティに関する分野の壁を取り除き、①アイデン

ティティに関する機械学習技術を高精度化すると同時に、②生体認証の安全性と頑健性を高め、

③プライバシー保護に関する新しい技術を実現する。また音声変換と生体検知、匿名化と再識別

化と言った目的が相反する技術をどちらも加速させる敵対的競争型研究を実施する。更に他のモ

ダリティ情報へ研究成果を適用し、アイデンティティの活用と保護を両立させる技術を確立させるこ

とを目指している。 

本年度は、これまで取り組んできた、音声合成、声質変換、話者認識、ライブネス検知の融合お

よび発展に関する多くの学術的成果をジャーナル論文としてまとめ上げると同時に、研究対象を広

げることも行なった。その１つが、音声の自然性や音声から知覚可能な年代や性別といった話者の

属性情報を保ったまま、音声の個人性を変えることを目的とする「話者匿名化」の研究である。この

新しい基礎研究課題の発展のため、仏 Avignon 大、Eurecom 研究所、Inria 研究所、および NII が

協力し、話者匿名化法の相互比較のために利用すべき音声データベース、評価セット、ベースライ

ン、そして、評価方法を規定し、無償で一般公開した。 

これに加え、聞き手側の環境に存在する雑音に負けないよう音声を予め変換する「音声明瞭性

強調」の研究も新たに開始した。単純な教師あり学習では解決できないチャレンジングな課題であ

るが、複雑で微分不可能な音声明瞭性の指標をニューラルネットワークの識別器に近似させ、そし

て、その近似指標に基づき、不明瞭な音声を聴きやすい音声に自動変換する枠組を提案し、音声

の明瞭性が劇的に向上することを実験から示した。 

このほか、ディープフェイク動画検出技術の社会還元に向けた取り組みや、顔認証システムの脆

弱性の調査も行い、其々成果を挙げた。 

 

 

§２．研究実施体制 

 

（１）NII グループ 

① 研究代表者：国立情報学研究所コンテンツ科学研究系 教授 山岸順一 

② 研究項目 

・声のアイデンティティのモデル化に関する理論的統合 

・音声合成および声質変換に関する研究 

・話者認識の安全性と頑健性の向上に関する研究 

・音声のプライバシー保護に関する研究 

・他の生体情報におけるライブネス検出の研究 
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